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3 月に入ると日増しに街に春らしさが満ちてくるよう

です。年度末が近付き，今年度中に片づけようと思って

いた数々の仕事の進捗状況を考えると，時間が止まって

くれたらと焦る一方，初々しい新入生の姿を思い浮かべ

ると新年度の始まりも楽しみです。今年の桜の開花はほ

ぼ例年並みで，私の住む名古屋では丁度入学式の頃に満

開になりそうです。

本号には総説 2 本と原著 2 本が掲載されており，テー

マは多岐にわたっています。総説の 1 本目は，戦後わが

国が短期間のうちに健康水準を劇的に向上させることに

成功した要因について，文献に基づき史実を検討した論

文です。2 本目は日本人の再生産年齢女性における血中

ビタミン D 濃度の分布を文献の系統的レビューを通し

て検討した論文です。原著の 2 本は共に自記式質問紙調

査による研究で，1 本目は 1 歳半児の日頃与えられてい

る食物の硬さと歯の萌出との関連について，2 本目は青

年期男性の首尾一貫感覚が抑うつ症状に与える影響につ

いて検討した論文です。

21世紀に入りはや17年。少子高齢化が進み，2011年か

ら人口の継続的な減少が始まりました。国立社会保障・

人口問題研究所の推計によれば，今後，高齢者人口は増

加を続け，2042年にピークとなります。大きな時代の変

革期に公衆衛生に従事する者として，最新の制度の理解

はもちろん必要ですが，歴史も含め様々な情報に当た

り，自分自身の考えを深めることも大切だと改めて感じ

ました。 （小嶋雅代）


